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１．一般国道３３１号 豊見城道路・糸満道路の事業概要

○ 豊見城道路・糸満道路は、地域高規格道路である沖縄西海岸道路の一部として、『ハシ
ゴ道路・２環状７放射道路』の一部を形成
（豊見城道路［Ｌ＝４．０km：豊見城市瀬長～糸満市西崎］、糸満道路［Ｌ＝３．４km：糸満市西崎～糸満市真栄里］）

○ 周辺地域の交通混雑緩和はもとより、県都・那覇市や那覇空港と県南部地域とのアクセ
スを強化し、『県南部地域の活性化』や『物流効率化』、さらには『観光交流』を支援
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沖縄自動車道、一般国
道58号、329号を柱とし
たハシゴ状の道路網を構
築（沖縄西海岸道路の整
備等）することです。こ
れにより、渋滞の解消、
事故の抑制等を目指しま
す。

なお、このうち、豊見
城道路と糸満道路は、南
北を走る柱の１つとして、
沖縄西海岸道路を形成し
ます。

■『ハシゴ道路』とは･･･
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▲ ハシゴ道路の概要

沖縄西海岸道路
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▲ 沖縄西海岸道路と豊見城道路・糸満道路の位置図

▲ ２環状７放射道路の概要

那覇市街地を中心とし
て、環状及び放射状の道
路を整備することで、那
覇市街地に向かう交通の
経路選択「交通経路の分
散」を図ります。
例えば、渋滞する時間

帯には、北側から那覇市
街地に向かうところを、
環状道路を介して東側か
ら向かうといった移動経
路の変更が可能となりま
す。

■『２環状７放射道路』とは･･･

２環状７放射道路
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豊
見
城
道
路

・糸
満
道
路

糸満道路

L=3.4km
豊見城道路

L=4.0km



１．一般国道３３１号 豊見城道路・糸満道路の事業概要

▼ 事業の概要

▲ 豊見城道路・糸満道路の位置図
［豊見城道路］ ［糸満道路］

▲ 標準横断図

高架部

一般部

下り線 上り線

下り線 上り線

高架部

一般部

下り線 上り線

下り線 上り線

上り線：那覇市向け車線
下り線：糸満市向け車線
上り線：那覇市向け車線
下り線：糸満市向け車線 2

事　業　名 一般国道331号　豊見城道路 一般国道331号　糸満道路

規　 　  格 第4種第1級 第4種第1級

起　終　点 （自）豊見城市瀬長    （至）糸満市西崎 （自）糸満市西崎    （至）糸満市真栄里

設計速度 60ｋｍ/ｈ 60ｋｍ/ｈ

道路幅員 30ｍ～40ｍ 40ｍ

延　　   長 4．0ｋｍ 3．4ｋｍ

事　業　化 平成元年度 平成2年度

都市計画決定 平成10年度 平成10年度

用地着手 平成10年度 平成10年度

工事着手 平成13年度 平成12年度

全体事業費 405億円 550億円

費用便益比 全事業：3．1、残事業：1．4 全事業：1．5、残事業：3．3



（１）社会情勢等の変化 １) 人口（人口・産業別就業人口）
２．事業の必要性

○ 当該道路沿線の豊見城市と糸満市の人口は増加傾向（今後も増加と予測）
○ 産業別就業人口は、第３次産業の伸びが顕著

▲ 人口の推移

資料：国勢調査（H2～17）
国立社会保障・人口問題研究所（H22～42）
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▲ 産業別就業人口の伸び率

注）Ｈ２を1.00とした伸び率
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H2年と比較して、
約1.5倍へと増加

H2年と比較して、
約1.5倍へと増加

H2年と比較して、
約1.3倍へと増加

H2年と比較して、
約1.3倍へと増加

豊見城市

糸満市

資料：国勢調査

〔第一次産業〕農業、水産業、林業 〔第二次産業〕建設業、製造業、鉱業
〔第三次産業〕サービス業、卸売・小売業、運輸業等
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豊見城道路

糸満道路 

● その他の開発事業等
○潮崎タウン(潮崎地区)

○道の駅『豊崎』（整備中）

○道の駅『西崎』（整備予定）

２) 開発事業等

○ 『豊崎タウン』、『糸満工業団地』をはじめとした開発事業や道の駅『豊崎』といった『道の
駅』の整備により、人・物の物流拠点として機能が拡大

２．事業の必要性

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヤマダ電機 
テックランド 豊見城店 

(13,200m2) 

豊見城道路 

住宅用地

(株)ゼファー 
（02～04街区 56,300m2）

(株)チャーミングリゾート沖縄
(N街区スーパープロック 68,200m2) 

シティグループ
ｻｰﾋﾞｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社

(14,200m2) 

(株)拓琉金属
(21,775m2)

沖縄県交通安全センター
(49,000m2) 

ちゃんぷるー型道の駅 豊崎
レンタカーステーション用地

(約36,000m2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖縄ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙあしびなー 
(47,067m2) 

豊崎ライフスタイルセンター
とみとん

(約29,000m2) 
豊崎クリニック 

沖縄ＰＥＴ画像診断センター 

ニッポンレンタカー(株)
(12,000m2) 

水産・食品・情報及び

その他企業用地

中小企業用地

未処分地

水産・食品・情報及び

その他企業用地

中小企業用地

未処分地

沖縄ｱｳﾄﾚｯﾄﾓｰﾙあしびなー(47.067m2)
13,050人
（138%）

11,730人
（130%）9,080人

（115%）
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平成19年1月 平成19年3月 平成19年5月

（人/月）

▲来場者数の推移

※()内数値は前年度同月からの伸び

Ｈ１９年現在営業中

進出決定企業

Ｈ１９年現在分譲中

Ｈ１９年現在営業中

進出決定企業

Ｈ１９年現在分譲中

至 真栄里

至
那覇

至 豊見城市

至 八重瀬町

（沖縄ヤマト運輸
株式会社）

（株式会社ホクガン）

9,080人
(115%)

11,730人
(130%)

13,050人
(138%)
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● 豊崎タウン
・事業面積：１３０ｈａ
・住居人口：約７,０００人
・就業人口：約４,５００人

●糸満工業団地
・事業面積

：１５４ｈａ

琉球新報 平成18年
12月29日(金) 朝刊

沖縄ﾀｲﾑｽ 平成19年
9月1日(土) 朝刊

沖縄ﾀｲﾑｽ 平成19年
4月21日(土) 朝刊



３) 観光

○ 沖縄県南部地域には、『歴史』や『産業』を活かした観光施設が多数立地
○ なお、観光施設の利用者は増加傾向

２．事業の必要性

▲ 県南部地域の主要観光施設位置図
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▲ ひめゆり平和記念資料館入館者数

▲ 沖縄県平和記念資料館入館者数

▲ 沖縄県入込客数

（写真①：ひめゆりの塔）

（写真②：平和祈念公園）

（写真④：琉球ガラス村）

（写真③：糸満市で毎年開
催される「沖縄全戦没者追

悼式」）
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（千人） （伸び率）
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（豊見城市役所付近）（豊見城市役所付近）

４) 道路交通特性

○ このような中、県南部地域と那覇市を結ぶ国道331号は、利用交通量が２万台/日以上
であり、平日、休日ともに慢性的な交通渋滞が発生

２．事業の必要性

▲ 観測地点位置図

注１）混雑度：交通量に対する交通容量の比
（=交通量／交通容量）

≪混雑度の目安≫
【1.0未満】

昼間12時間を通して、道路の混雑がなく、
円滑に走行できる

【1.0～1.25】
昼間12時間のうち道路が混雑する可能性

のある時間帯が1～2時間(ﾋﾟｰｸ時)ある
【1.25～1.75】

ピーク時間を中心として混雑する時間帯が
加速度的に増加する可能性が高い状態

【1.75以上】
慢性的混雑状態を呈する

注2）混雑時旅行速度：ある区間における混雑
時 に お け る 旅 行 時 間 （ 停 止 時 間 を 含 む）
と区間長による速度

6▲ 交通渋滞の状況
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▲ 日交通量と混雑度 ▲ 混雑時旅行速度

平日・休日とも２車線
の交通容量を大きく

上回る

平日・休日とも概ね2.0と
慢性的な混雑状態

平日：30.4kn/h

休日：34.3km/h

沖縄県
直轄国道

平均

12,000台/日

国道331号の２車線
の設計交通容量
（第４種第１級）

資料 H17以前：道路交通センサス
H18,H19：断面交通量調査結果(機器観測による結果) 資料 道路交通センサス

（糸満市内を望む）（糸満市内を望む）

≪伊良波≫ 単位：台/日
H18 H19

22,963 20,472
（1.95） （1.74）
20,032 16,208
（1.70） （1.38）

※（　）内の数値は混雑度

平日

休日

平日・休日とも
沖縄県直轄国道平均
を下回っている



時　期 提　出　者 対象道路

○沖縄西海岸道路建設促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○沖縄県道路利用者会議 豊見城道路・糸満道路

○道路整備促進期成同盟会沖縄県地方
　連絡協議会

豊見城道路・糸満道路

○那覇空港自動車道建設促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○沖縄国道協会 豊見城道路・糸満道路

○財団法人南部振興会 豊見城道路・糸満道路

○南部市町村会 豊見城道路・糸満道路

○南部東道路整備促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○島尻地域道路整備促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○財団法人南部振興会 豊見城道路・糸満道路

○南部市町村会 豊見城道路・糸満道路

○南部東道路整備促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○島尻地域道路整備促進期成会 豊見城道路・糸満道路

豊見城道路○豊見城市　豊見城市長

平成15年
5月

平成15年
10月

平成14年
5月

時　期 提　出　者 対象道路

○沖縄西海岸道路建設促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○沖縄ハシゴ道路ネットワーク建設促進
　期成会

豊見城道路・糸満道路

○沖縄県道路利用者会議 豊見城道路・糸満道路

○道路整備促進期成同盟会沖縄県地方
　連絡協議会

豊見城道路・糸満道路

○那覇空港自動車道建設促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○沖縄国道協会 豊見城道路・糸満道路

○財団法人南部振興会 豊見城道路・糸満道路

○南部市町村会 豊見城道路・糸満道路

○南部東道路整備促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○島尻地域振興開発推進協議会 豊見城道路・糸満道路

○沖縄西海岸道路建設促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○沖縄ハシゴ道路ネットワーク建設促進
　期成会

豊見城道路・糸満道路

○沖縄県道路利用者会議 豊見城道路・糸満道路

○道路整備促進期成同盟会沖縄県地方
　連絡協議会

豊見城道路・糸満道路

○那覇空港自動車道建設促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○沖縄国道協会 豊見城道路・糸満道路

○財団法人南部振興会 豊見城道路・糸満道路

○南部市町村会 豊見城道路・糸満道路

○南部東道路整備促進期成会 豊見城道路・糸満道路

○島尻地域振興開発推進協議会 豊見城道路・糸満道路

平成19年
5月

平成18年
5月

(２) 地域の要望・活動

○ 一般国道331号豊見城道路・糸満道路の早期整備に関する要望が、平成14年以降で計８回

▼ 要望時期と提出者

２．事業の必要性

沖縄県南部地域と県都那覇市を結ぶ国道３３１号は、地域住民の
生活の安定向上や産業・経済活動を支える上で重要な幹線道路
である。
豊見城道路・糸満道路は、慢性的渋滞の解消を図り地域の開発ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄなど、都市機能の支援強化を図る観点から大変重要な道路
であり早期に整備して頂きたい。（抜粋）

【要望内容】沖縄南部地域の道路網の整備促進に関する要請

7



1.6

13.8

18.7

0 5 10 15 20

将来
（H42整備あり）

将来
（H42整備なし）

現況　　　
（H17）　　

（万人時間/km・年)

（３）事業の投資効果 １) 円滑なモビリティの確保

○ 豊見城道路・糸満道路の整備により、現道国道331号の渋滞損失時間が約９割削減
○ 豊崎交差点立体化により、休日における交差点で発生する渋滞緩和にも期待

現状の問題点
● 現道国道331号では渋滞損失時間が県平均の約５倍

● 休日には、豊崎地区への買い物客の影響で、予想外の
交通量が集中し、豊崎交差点で著しい渋滞が発生

豊見城道路 糸満道路

沖縄県の㎞当たりの渋滞損失時間
約5万人時間/km･年

Km当たり渋滞損失時間
約22万人時間/km・年
（県平均の約5倍）

国道国道331331号号

Km当たり渋滞損失時間
約10万人時間/km・年
（県平均の約2倍）

凡 例
１０万人時間／ｋｍ・年未満

２０万人時間／ｋｍ・年未満
５０万人時間／ｋｍ・年未満

１００万人時間／ｋｍ・年未満
１００万人時間／ｋｍ・年以上

約約22kmkmのの
渋滞が発生渋滞が発生
することもすることも

●豊崎交差点

『あしびなー』や『とみとん』へ
の買物客の集中により渋滞が発生

▲豊崎交差点の渋滞状況
（２００７年３月２１日）

２．事業の必要性

国道331号(名嘉地交差点～真栄里交差点)の
Ｋｍ当たり渋滞損失時間→18.7万人時間/km･年

真栄里
交差点

名嘉地
交差点

8

豊見城道路豊見城道路
・・ 糸満道路糸満道路

の整備の整備

２車線２車線
立体化立体化

●● H23H23年度までの早期２車線立体化整備に年度までの早期２車線立体化整備に
より豊崎交差点の車列長が約８割減少より豊崎交差点の車列長が約８割減少
（（470470mm減少減少））

110

580

0 100 200 300 400 500 600 700

立体化
（Ｈ２３年）

立体化の
整備無し
（Ｈ２３年）

（ｍ)

期待される効果

●● 渋滞損失時間が約９割渋滞損失時間が約９割
（（17.117.1万人時間万人時間//kmkm・・年）削減年）削減

▲ 豊崎交差点立体化による車列長の変化

▲ 現道国道331号（名嘉地交差点～真栄里交差点）の
渋滞損失時間の変化

約約8181％％(470(470m)m)減少！減少！

約約9191％削減！％削減！
(17.1(17.1万人時間万人時間//kmkm・・年減少年減少))
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262

150

75

169

226

0 50 100 150 200 250 300

（件/億台キロ・年)

豊見城道路との
並行区間

国道331号
（名嘉地交差点

～真栄里交差点）

糸満道路との
並行区間

２) 安全な生活環境の確保

○ 豊見城道路・糸満道路の整備により、現道国道331号の利用交通量が減少、死傷事故
率が約４割低減することに期待

現状の問題点 期待される効果

● 利用交通量の多い現道国道331号（名嘉地交差点～
真栄里交差点）では、死傷事故率が県平均の約２倍

●● 現道国道現道国道331331号の死傷事故率が号の死傷事故率が
約約４４割低減割低減

▲ 死傷事故率の変化

▲ 死傷事故率の現況（H17）

国道331号(名嘉地交差点～真栄里交差点)の
Ｋｍ当たり死傷事故率→約150件/億台km･年

２．事業の必要性

沖縄県南部地域
直轄国道の死傷事故率
116件/億台km・年

　　　　凡　　例
　 ５０件/億台ｋｍ未満

　１００件/億台ｋｍ未満
　２００件/億台ｋｍ未満

　２００件/億台ｋｍ以上

　　　　凡　　例
　 ５０件/億台ｋｍ未満

　１００件/億台ｋｍ未満
　２００件/億台ｋｍ未満

　２００件/億台ｋｍ以上

名嘉地交差点

糸満
道路

豊見城
道路

死傷事故率
約75件/億台km・年

331

331

真栄里
交差点

糸満道路との
並行区間

豊見城道路との
並行区間

9

豊見城豊見城
道路・道路・

糸満道路糸満道路
の整備の整備

約約3636％削減！％削減！
(61(61件件//億台ｷﾛ億台ｷﾛ・・年年低減低減))

約約4040％削減！％削減！
(60(60件件//億台ｷﾛ億台ｷﾛ・・年年低減低減))

約約7676％削減！％削減！
(57(57件件//億台ｷﾛ億台ｷﾛ・・年年低減低減))

現況(H17) 将来
(H42整備なし)

将来
(H42整備あり)

死傷事故率
約169件/億台km・年
(県南部地域直轄国道
平均の約1．5倍)



38分

34分

28分

0 10 20 30 40

現在　　 
(H19)　　 

将来
(H42整備なし)

将来
(H42整備あり)

（分）

13分

14分

16分

0 10 20

現在　　 
(H19)　　 

将来
(H42整備なし)

将来
(H42整備あり)

（分）

沖縄県
約20,000ﾄﾝ
（95%程度）

その他地域
（5%程度）

３) 物流効率化を支援 ～県内地域の生産品出荷を支える道路～

○ 豊見城道路・糸満道路の整備により、生産量日本一を誇る『もずく』や県内第１位を誇る
『にんじん』の輸送時間が短縮され、物流効率化に期待

現状の問題点 期待される効果
●● 輸送時間の短縮と定時性の確保輸送時間の短縮と定時性の確保● 『もずく（生産量の対全国シェア第１位）』の那覇港への

輸送は、定時性の確保が困難

▲ もずくの輸送経路

沖縄県のもずく生産量は、全国
シェア第１位であり、その２～３
割程度が糸満市（西崎）で加工さ
れている。加工場から那覇港への
輸送には、豊見城道路を利用して
いるが、豊崎交差点の渋滞等によ
り、時間通りに輸送することが困
難な状況となっています。(県漁
連)

２．事業の必要性

立体化により
渋滞を回避
(豊崎交差点)

輸送経路

県漁連糸満事業部

（もずく等加工）

瀬長交差点瀬長交差点

那覇港へ

高架化により、
西崎地区の信号
交差点を回避

輸送時間が短縮し、時間通りに輸送で
きることで、業務工程が組みやすくな
るほか、加工作業等に時間を割り当て
られ、業務が効率化します。(県漁連)

▲ 那覇港～加工場の
所要時間の変化

≪にんじん≫ 集荷場から、県中央卸売市
場（浦添市）への輸送時間
が長時間化し、さらに時間
通りに輸送が行えないこと
が問題となっています。
(JAおきなわ糸満支店)

● 県内第１位の出荷量を誇る『にんじん』など生産品の
県中央卸売市場（浦添市）への輸送時間が長時間化
、時間通りの輸送が困難

県中央卸売市場
（浦添市）

JA糸満支店集荷場

（糸満市内５カ所）

糸満道路
供用後の
輸送経路

糸満道路
供用前の
輸送経路

真栄里交差点

糸満道路
供用前の
輸送経路

糸満道路
供用後の
輸送経路

県中央卸売市場
（浦添市）

JA糸満支店集荷場
（糸満市内５カ所）

▲ 農産物の流動経路
▲ 輸送時間の変化

（真栄里交差点～県中央卸売市場）

輸送時間が短縮したことで、新た
な業務を行うことが可能になりま
した。(JAおきなわ糸満支店)

●● 輸送時間が短縮され、業務が効率化輸送時間が短縮され、業務が効率化
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▲ 県漁連糸満事業部ヒアリング結果

豊見城豊見城
道路・道路・

糸満道路糸満道路
の整備の整備

糸満市
1,078ﾄﾝ
（33%）

その他地域
2,161ﾄﾝ
（67%）

（県全体：3,239ﾄﾝ）

糸満市
720ﾄﾝ
（29%）

その他地域
1,799ﾄﾝ
（71%）

（県全体：2,519ﾄﾝ）

▲ JAおきなわ糸満支店の出荷量

≪ゴーヤー≫

≪もずくの対全国ｼｪｱ≫

完成供用により、
10分短縮

完成供用により、
3分短縮
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現在　　 
(H19)　　 

将来
(H42整備なし)

将来
(H42整備あり)

（分）

共 通  

約 100％  

約 50％  
整備後：  

整備前：  

４) 安全で安心できるくらしの確保

○ 豊見城道路・糸満道路の整備により、円滑な救急活動を支援し、救命率向上に期待

現状の問題点 期待される効果

● 搬送経路として、信頼性に欠ける現道の国道331号

▲糸満消防署ヒアリング結果

搬送経路となる現道の国道331号
は、渋滞が発生し、円滑な救急搬
送の支障となっています。豊見城
道路（現況：暫定２車線）は、渋
滞が発生しやすく、豊崎交差点の
以北では、追越が困難で、救急搬
送経路としては信頼性に欠けます。

●● 搬送時間が短縮搬送時間が短縮されることでされることで、救命率の、救命率の
向上に期待向上に期待

現在の搬送経路
豊見城道路の混雑を
避け、迂回

完成供用後の
搬送経路

▲ 搬送経路と搬送時間の変化

●● 搬送経路が糸満道路・豊見城道路経由搬送経路が糸満道路・豊見城道路経由
となり、搬送時間が短縮となり、搬送時間が短縮

▲ 搬送時間の変化
（糸満市～豊見城中央病院）

豊見城中央病院

894人(糸満市か

らの病院搬送の

約5割)

11

２．事業の必要性

▲ 医療をうけるまでの時間と死亡率の関係
資料：東京消防庁ＨＰより：http://www.teate.jp/teate05.htm

救命率が
約50％向上

豊見城豊見城
道路・道路・

糸満道路糸満道路
の整備の整備

豊見城中央病院
48%

（894件）

南部徳洲会病院
21%

（397件）

沖縄協同病院
12%　（223件）

その他　4%
（71件）

糸満市以北の病院
85％　（1,585件）

病院別
搬送件数
1,875件
（H18）

糸満市内の
病院　16%
（290件）

約９割が糸満
市以北の病
院への搬送

約５割が豊見城中央
病院への搬送

※

※

※

10.5%

6.7% 7.3%

12.8%
10.5%

13.6%

16.1%

10.5%

9.9%

14.9%13.8%

11.7%12.0%

14.5%

17.3%

20.1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17

高
齢

化
率

豊見城市 糸満市 沖縄県 全国

● 増加する高齢化率

高齢化率がＨ２年
の約２倍に増加

高齢化率がＨ２年
の約２倍に増加

※)高齢化率は65歳以上の人口を総人口で除した値

● 糸満市から病院別搬送の
約５割は豊見城中央病院

（糸満市以北の病院へ
約９割搬送）

※）第2次救急医療：入院治療を必要
とする重症患者に対応する機関

10分
短縮

10分
短縮

▲ 高齢化率の推移

▲ 病院別搬送状況



５) 費用便益分析

○ 費用便益比（B/C）は、豊見城道路が全事業で３．１、残事業で１．４、糸満道路が全事業で
１．５、残事業で３．３であり、前述までの効果に加え、事業費に対し、大きな効果を発現

【費用便益分析の条件】
○基準年：平成１９年度
○社会的割引率：４％
○検討期間：完成供用後から４０年の便益、費用を計上（部分供用等の便益も含む）

【用語解説】
○事業費：一般国道３３１号豊見城道路・糸満道路の整備に要する事業費
○維持管理費：供用後の道路維持修繕に要する費用（例：維持費、オーバーレイ費 等）
○走行時間短縮便益：道路の整備がない場合の総走行時間費用から、道路の整備がある場合の総走行時間費用を減じた差
○走行経費減少便益：道路の整備がない場合の総走行経費から、道路の整備がある場合の総走行経費を減じた差 （例：燃料費、油費(ｵｲﾙ)、ﾀｲﾔ・ﾁｭｰﾌﾞ費 等）

○交通事故減少便益：道路の整備がない場合の交通事故社会的損失から、道路の整備がある場合の交通事故社会的損失を減じた差
（運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、物的損害額 等）

２．事業の必要性

12

豊見城道路 糸満道路

全 事 業 残 事 業 全 事 業 残 事 業

費 用 （Ｃ） 事 業 費 ４１７ 億円 １０４ 億円 ５５０ 億円 ２２０ 億円

維 持 修 繕 費 ２６ 億円 １９ 億円 １８ 億円 １６ 億円

合 計 ４４２ 億円 １２３ 億円 ５６８ 億円 ２３７ 億円

便 益 （Ｂ）
走 行 時 間
短 縮 便 益

１,１３３ 億円 １３８ 億円 ６７４ 億円 ６１０ 億円

走 行 経 費
減 少 便 益

２１１ 億円 ２０ 億円 １３５ 億円 １２７ 億円

交 通 事 故
減 少 便 益

４４ 億円 １６ 億円 ３８ 億円 ３４ 億円

合 計 １,３８８ 億円 １７４ 億円 ８４６ 億円 ７７２ 億円

３．１ １．４ １．５ ３．３
費 用 便 益 比

（Ｂ／Ｃ）



３．事業の進捗と見込み

○ 豊見城道路は、平成元年度の事業化以降、平成18年度に全暫定供用が完了
（平成19年度末までの事業進捗率は68％（予定）、平成23年度の豊崎交差点立体化など事業を継続）

○ 糸満道路は、平成２年度の事業化以降、平成14年度に部分供用が完了
（平成19年度末までの事業進捗率は50％（予定）、平成23年度の全線暫定供用など事業を継続

▼ 事業の経緯 ▼ 事業の進捗率

▲ 豊見城道路・糸満道路の位置図

豊見城道路 糸満道路

全   体
事業費

うち用地
補償費

全   体
事業費

うち用地
補償費

全体事業費 ４０５億円 ５２億円 ５５０億円 １３１億円

H19年度末進捗 ２７５億円 ５２億円 ２７７億円 １３０億円

進　捗　率 ６８％ １００％ ５０% ９９%

13▲糸満道路

▲豊見城道路

与根高架橋（平成与根高架橋（平成1717年度供用）年度供用）

豊見城道路全景豊見城道路全景
（那覇市側より糸満市を望む）（那覇市側より糸満市を望む）

部分供用区間部分供用区間
（潮崎地区；平成（潮崎地区；平成1414年度供用）年度供用）

年　　度 経　　　緯

豊見城道路 糸満道路

平成 元年度 事業化（L=4.0km） －

平成　2年度 － 事業化（L=3.4km）

平成  6年度 地域高規格道路の指定（沖縄西海岸道路） 地域高規格道路の指定（沖縄西海岸道路）

平成10年度 都市計画決定 都市計画決定

平成10年度 用地着手 用地着手

平成12年度 － 工事着手

平成13年度 工事着手 －

平成14年度 － 部分供用（L=0.8km：西崎～潮崎）

平成15年度 一部暫定供用（L=1.1km：西崎地区） －

平成17年度 部分暫定供用（L=2.3km：瀬長～豊崎） －

部分暫定供用（L=0.6km：豊崎～西崎） －

により全線暫定供用（L=4.0km）
平成18年度



●橋梁構造の見直し（PC標準T桁橋からPC少主桁橋への変更）

４．コスト縮減への取り組み

○事業実施にあたっては、新技術新工法の積極的活用、建設副産物対策により、着実なコスト低下を
図るとともに、計画的・重点的な整備により効率性の向上を推進

ＰＣ標準Ｔ桁橋からＰＣ少主桁橋への変更により、工事費を１３１百万円縮減
（縮減率約８％）

【主な実施状況】

今後も新技術の積極的活用、建設副産物対策を推進

●橋梁構造の見直し
（糸満高架橋航路部の上下部工形式の見直しによるコスト縮減）

＜既往設計（３径間連続鋼床版箱桁橋）＞

＜変更後（５径間連続PC箱桁橋）＞

上下部工形式の見直しにより、工事費を１，７９４百万円縮減
（縮減率約２４％）

≪豊見城道路≫ ≪糸満道路≫

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９

＜標準Ｔ桁タイプ＞

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

＜少主桁タイプ＞

主桁本数の削減
(９本⇒７本)

14



５．対応方針（原案）

○円滑なモビリティの確保 ⇒ 並行する区間（国道３３１号）で渋滞損失時間が約９割削減
○安全な生活環境の確保 ⇒並行する区間（国道３３１号）で死傷事故率が約４割削減
○物流効率化 ⇒ 西崎地区や糸満市と那覇市方面との所要時間が短縮
○安全で安心できるくらしの確保 ⇒ 糸満市と豊見城中央病院との所要時間が短縮
○費用便益比（Ｂ／Ｃ） ⇒ 豊見城道路 ３．１（全事業）、１．４（残事業）

糸満道路 １．５（全事業）、３．３（残事業）

○豊見城市、糸満市が県都・那覇市のベットタウン化し、
人口が増加 ⇒地域支援

○豊崎タウン、糸満工業団地など沿線地域で開発計画が進展 ⇒産業支援
○ひめゆりの塔など、観光施設で観光客が増加傾向 ⇒観光支援
○渋滞が慢性化し、南部地域で高い渋滞損失を示す ⇒渋滞対策
○高齢化が進展 ⇒救急医療支援

○用地進捗率：豊見城道路（１００％）、糸満道路（９９％）〔 H19年度末進捗〕
○事業進捗率：豊見城道路（ ６８％）、糸満道路（５０％）〔 H19年度末進捗〕

○橋梁構造の見直しにより、コスト縮減を図った。
○今後も新技術新工法の積極的活用、建設副産物対策の検討を行う。

１．事業の必要性に関する視点

◇社会経済情勢等の変化

◇事業の投資効果

◇事業の進捗状況

２．事業の進捗と見込み
○平成23年度に豊崎交差点立体化予定（豊見城道路）、全線暫定供用予定（糸満道路）

３．コスト縮減への取り組み

４．対応方針（案）

以上より、豊見城道路、糸満道路ともに『事業継続』とする 15


